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平成２９年１２月１日  

                             九 州 地 方 整 備 局  

「九州北部緊急治水対策プロジェクト」により緊急的な治水対策を進めます     

～九州北部豪雨で甚大な被害を受けた河川においてハード･ソフト一体となった対策を実施～ 

  九州北部豪雨で甚大な被害を受けた河川において、「九州北部緊急治水対策プロジェ

クト」として、再度災害の防止・軽減を目的に、今後概ね５年間（平成３４年度目途）

で緊急的・集中的に治水機能を強化する改良復旧工事等を河川事業・砂防事業が連携

しながら実施するとともに、洪水時に特化した低コスト水位計の設置、浸水実績や地

形情報等を活用したまちづくりの検討を支援します。 
 

＜九州北部緊急治水対策プロジェクト＞ 
〇全体事業費 約 1,670 億円・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

〇事業内容  堤防整備、河道掘削、護岸整備、砂防堰堤 など 

〇実施河川 
  ［国管理河川］筑後川水系筑後川・花月川、遠賀川水系彦山川、山国川水系山国川 

 ［県管理河川］筑後川水系桂川・北川・白木谷川・赤谷川・大肥川・小野川 など 

〇主なポイント 
 河川・砂防・地域が連携した復旧・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

大量の土砂や流木等により甚大な被害が発生したことを踏まえ、一定程度の降雨

に対し、山地部では土砂・流木の流出を防止する砂防堰堤等の整備、河川上流では、

土砂・流木を捕捉する貯留施設の整備、洪水･土砂を下流まで円滑に流す河道の改

修・河道形状の工夫を実施し、土砂・流木を伴う洪水氾濫を防止。 

また、地域と一体となって、今回の災害と同規模以上の降雨に対してさらに安全

性を高めるための検討を実施。 

 

 様々な事業・制度を活用した迅速な復旧・・・・・・・・・・・・資料３ 
土砂・流木等で大規模に施設が埋塞した筑後川水系赤谷川流域、白木谷川流域及

び北川流域の災害査定において、埋没した公共土木施設について掘り起こすことなく

「全損」として扱うことで、災害復旧への着手が大幅に迅速化。また、これら埋塞し

た河川で災害復旧事業（一定災）を初めて活用し、査定設計書の作成などの事務手続

き及び地方負担を軽減。 

国が赤谷川上流部等において土砂、流木の流出を防止する砂防堰堤を整備すると

ともに、筑後川支川の整備と一体となって筑後川本川の整備を実施することで、被災

地の復旧を迅速化。 

 

 危機管理型水位計の設置とリスク情報の活用・・・・・・・・・・資料４ 
九州北部豪雨では、洪水時に河川の状況をリアルタイムに把握できなかったこと

に加え、事前の想定とは異なる現象によって被害が発生。このため、洪水に特化した

低コストの水位計（危機管理型水位計）の設置を推進するとともに、浸水実績や地形

情報等を活用したまちづくりの検討を支援。 

 

 
 

同時発表：水管理・国土保全局 



（参考） 

上記のほか、台風第 18 号で被害を受けた大野川水系大野川・乙津川、番匠川水系番匠川・

井崎川及び津久見川水系津久見川などの河川においても速やかに対策を実施・・参考資料 

 
 
 
 

 

≪問い合せ先≫ 
   国土交通省 

九州地方整備局 河川部  
河川計画課（国管理河川関係） 

課  長 坂井 佑介（内線：3611） 
           直通：092(476)3523 

地域河川課（県管理河川関係） 
  課  長 吉村 俊一（内線：3811） 

 直通：092(476)3524 
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、
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３
６
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３
６
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＞
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岸
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②
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h
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→
85
mm
/
h

（
洪
水

の
確
率
規
模

1/
3

→
1
/5
0
 )

①
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囲
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囲
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＜
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谷
川
災

害
復
旧
（
一
定
災
）
】

筑 後 川

位
置 図

福
岡
県

大
分

県

熊
本
県

佐
賀
県

施
行
箇
所
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①
桂

川
8
k
2付

近
の
破

堤
状
況

※
福

岡
県

単
独

事
業

と
の

連
携

に
よ

り
、

浸
水

被
害

を
解

消
す

る
。

①

凡
例

：
H2
9.
7.

5出
水

浸
水

範
囲

：
災

害
復

旧
助
成

事
業

：
河

川
災

害
復
旧

等
関
連

緊
急

事
業

桂
川

荷
原
川

桂
川

筑
後
川

○
平

成
2
9
年

7
月

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、
桂
川

流
域
で

は
、
浸

水
戸
数

が
７
９

６
戸
と

い
う
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

○
そ

の
た

め
、

災
害

復
旧
助
成
事
業
及
び
河
川

災
害

復
旧
等

関
連
緊

急
事
業

等
に
よ

り
、
平
成
3
3
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
浸
水
被
害
の

解
消

を
図

る
た

め
、

河
道
掘
削
に
加
え
て
遊
水

地
整
備

等
の
治

水
対
策

に
着
手

し
ま
す

。

平
面

図

浸
水
戸
数

・
床

上
浸
水

36
1戸

・
床

下
浸
水

43
5戸

・
浸

水
面
積

約
1,

09
8h

a
※

桂
川

流
域

内

0
10

0
20

0
30

0
40

0
50

0
60

0
70

0
80

0
90

0

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

↑ 浸 水 戸 数

（
戸

）

事
業
効
果

床
上

3
6
1
戸

床
下

4
3
5
戸

0

九
州
北
部
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
後
川
水
系
桂
川

等

【
＜

河
川

＞
桂

川
・
荷
原
川
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊

急
事
業

等
】

か
つ
ら
が
わ

筑 後 川

位
置

図

福
岡

県

大
分
県

熊
本

県

佐
賀

県

施
行

箇
所

【
筑
後
川
水
系
桂
川
、
荷
原
川
、
新
立
川
、
妙
見
川
】

○
主
な
事
業
内
容

・
河
道
掘
削
、
築
堤
、
護
岸
整
備
、
遊
水
地

等

○
実
施
事
業

・
災
害
復
旧
助
成
事
業

事
業
費
：
約
１
３
４
億
円
、
事
業
期
間
：
H
29
～

H3
3

・
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

事
業
費
：
約
３
５
０
億
円
、
事
業
期
間
：
H
29
～

H3
3

河
道

掘
削

護
岸

護
岸

標
準
断
面
図

復
緊

事
業

整
備

イ
メ

ー
ジ

護
岸

護
岸

標
準
横
断
図

助
成

事
業

整
備

イ
メ

ー
ジ

河
道

掘
削

▽
H

.W
.L

い
な
い

ば
る

が
わ

▽
H

.W
.L
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お
お

ひ
が

わ

①

▽
H
.
W
.
L
 
7
4
.
1
6

標
準

断
面

図
復

緊
事

業
整

備
イ

メ
ー

ジ

浸
水
戸
数

・
床

上
浸
水

14
7戸

・
床

下
浸
水

51
戸

・
浸

水
面
積

約
19

8h
a

凡
例

：
H
2
9
.
7
.
5
出
水

浸
水
範
囲

：
災
害
復
旧
助
成
事
業

：
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

河
道
掘
削

築
堤

床
下

51
戸

床
上

14
7戸

05010
0

15
0

20
0

25
0

0

事
業
効
果

浸 水 戸 数

（
戸

）

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

▽
H

.W
.L

①
Ｊ
Ｒ
橋
、
市

道
橋
の
流
木
に
よ
る
閉

塞
状

況

福
岡

県

大
分

県

助
成

事
業

整
備

イ
メ

ー
ジ

標
準

断
面

図

築
堤

護
岸

▽
H

.W
.L

※
大

肥
川

流
域

内

九
州
北
部
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
後
川
水
系
大
肥
川

等

【
筑
後
川
水
系
大
肥
川
、
宝
珠
山
川

鶴
河
内
川
】

○
主
な
事
業
内
容

・
河
道
掘
削
、
築
堤
、
護
岸
整
備

等

○
実
施
事
業

・
災
害
復
旧
助
成
事
業

事
業
費
：
約
９
４
億
円
、
事
業

期
間
：
H
29
～

H3
3

・
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

事
業
費
：
約
５
０
億
円
、
事
業
期
間
：
H
29
～

H3
3

筑 後 川

位
置
図

福
岡
県

大
分
県

熊
本
県

佐
賀
県

施
行
箇

所

【
＜

河
川

＞
大

肥
川
河

川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

等
】

お
お
ひ
が
わ

○
平

成
2
9
年

7
月

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、

大
肥

川
流
域

で
は
、

浸
水
戸

数
１
９

８
戸
と

い
う
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

○
そ

の
た

め
、

災
害
復
旧
助
成
事
業
及
び
河
川

災
害

復
旧
等

関
連
緊

急
事
業

に
よ
り

、
平
成
3
3
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
浸
水
被
害
の

解
消

を
図

る
た

め
、

河
道
掘
削
等
の
治
水
対
策

に
着

手
し
ま

す
。 河
道

掘
削
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筑
後

川
復

緊
事

業
区

間
延

長
約

5.
0k

m

福
岡

県
朝

倉
市

東
峰
村

A

A’

福
岡

県
う
き
は

市

大
分

県
日

田
市

B

B’

※
北

川
・

白
木

谷
川

・
赤

谷
川

・
大
肥

川

流
域

の
浸

水
戸

数
の

合
計
値

筑
後

川
復
緊
事
業
の
考
え
方

：
河
川
改
修
に
よ
り
流
下
能
力
が
増
大
す
る
支
川

←
筑

後
川

大 肥 川

赤 谷 川

白 木 谷 川

※
支

川
の

流
下
能
力

の
増
大

に
対
し
て
、

本
川

で
河

川
整

備
を
実

施
す
る
必

要
が

あ
る
区

間
（
復

緊
区

間
）

浸
水

戸
数

※

・
床
上
浸
水

1
8
4
戸

・
床
下
浸
水

9
0
戸

・
浸
水
面
積

約
2
7
8
ha

筑 後 川

位
置
図

福
岡
県

大
分

県

熊
本
県

佐
賀
県

施
行
箇
所

➀
赤
谷
川
（
被
害
状
況
） 赤

谷
川

②
白
木
谷
川
（
被
害
状
況
） 白
木

谷
川

【
筑
後
川
水
系
筑
後
川
】

○
主
な
事
業
内
容

・
河
道
掘
削
、
築
堤
、
護
岸
整
備

等

○
実
施
事
業

・
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業

事
業
費
：
約
５
２
億
円

事
業
期
間
：
H
29
～

H3
3

【
＜

河
川

＞
筑

後
川
河

川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
】

○
平

成
2
9
年

7
月

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、
甚
大

な
被
害

が
発
生

し
た
筑

後
川
右

岸
の
支

川
に
お
い
て
、
災
害
復
旧
事
業
等
に
よ
る
河
川
改

修
を

実
施

し
て

流
下

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て

い
ま
す

。
そ
の

た
め
、

筑
後
川

本
川
に
お
い
て
も
一
体
的
に
河
川
改
修
を
実
施
す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、
河
川
災
害
復
旧
等
関

連
緊
急

事
業
（

復
緊
事

業
）
と

し
て
、

河
道
掘
削
、
築
堤
等
を
実
施
し
ま
す
。

整
備

イ
メ
ー
ジ
図
（

A－
A’
断
面
）

HW
L

築
堤

A
－

A’

河
道
掘
削

H
=約

6m

B=
約

25
m▽

H
.W

.L

護
岸
工

整
備
イ
メ
ー
ジ
図
（

B－
B’
断
面
）

：
河
川
改
修
を
実
施
す
る
支
川

：
H

2
9
.7
浸
水
範
囲

凡
例

北 川

資
料
３
－
２

九
州
北
部
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
後
川
水
系
筑
後
川
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凡
例

砂
防
堰
堤

強
靱
ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト

遊
砂
地

平
面

図

砂
防

堰
堤

工
（
イ
メ
ー
ジ
）

災
害
関
連
緊

急
事
業

(H
29

実
施

)

特
定
緊
急
砂

防
事
業

(H
30

以
降

実
施

予
定

)

災
害
対
策
等
緊
急
事
業
推
進

費
(H

29
実
施

)

強
靱

ワ
イ
ヤ
ー
ネ
ッ
ト
工

（
イ
メ
ー
ジ
）

遊
砂

地
工

（
イ
メ
ー
ジ
）

詳
細
位
置
に
つ
い
て
は
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

【
筑

後
川

水
系

赤
谷
川

等
＜

砂
防
事
業
＞
】

筑 後 川

位
置
図

福
岡
県

大
分

県

熊
本
県

佐
賀
県

施
行

箇
所

資
料
１
－
２

九
州
北
部
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

筑
後
川
水
系
赤

谷
川

等
（

砂
防

）

○
筑

後
川
水

系
赤

谷
川
流
域
に
お
い
て
、
現
在
、
流

域
内
に

堆
積
し

た
不
安

定
土
砂

等
の
再

移
動
に
よ
る
二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
緊
急
的
な

砂
防

工
事

を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
今
後

、
災

関
事

業
に
引
き
続
き
、
流
域
全
体
の
土

砂
洪
水

氾
濫
を

防
止
す

る
た
め

、
発
災

後
概
ね
5
年
間
で
集
中
的
に
砂
防
堰
堤
の
整
備
を

実
施

し
ま

す
。

○
さ

ら
に
、

特
緊

事
業
の
効
果
を
早
期
に
発
現

さ
せ

る
た
め

、
「
災

害
対
策

等
緊
急

事
業
推

進
費
（
推
進
費
）
」
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

速
や

か
に

砂
防

堰
堤

の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

あ
か
た
に
が
わ

「
直
轄
砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業
（
災
関
事
業
）
」

「
特
定
緊
急
砂
防
事
業
（
特
緊
事
業
）
」

特
緊

事
業

推
進
費

（
特
緊
事
業
の
内
数
）

事
業
費

約
2
7
億
円

約
1
7
5
億
円

5
.
4
億
円

整
備
内
容

砂
防
堰
堤
工
2
基

遊
砂
地
工
1
基

強
靱
ﾜ
ｲ
ﾔ
ｰ
ﾈ
ｯ
ﾄ
工
4
基

砂
防
堰
堤
工
2
4
基

砂
防
堰
堤
工
1
基

事
業
期
間

平
成
2
9
年
度

平
成
2
9
年
度

　
　
　
～

平
成
3
4
年
度

平
成
2
9
年
度

事
業
名

災
関
事
業
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河
川

（
改

修
後

）

河
川

（
現

況
）

土
砂

災
害

警
戒

区
域

移
転

浸
水

実
績

範
囲

避
難

所

宅
地

嵩
上

げ

水
位

計

地
形

情
報

（
谷

底
平

野
）

洪
水
や
土
砂
を
円
滑
に
流
す

⃝
一

定
規

模
の

降
雨

を
流

下
さ
せ

る
た
め
の

河
道

の
改

修
（
赤

谷
川

：
1／

50
規

模
）

⃝
流

砂
能

力
を
向

上
さ
せ

る
た
め
の

河
道

形
状

の
工

夫

土
砂

・
流
木
を
捕
捉
す
る

⃝
河
道
に
流
入
し
た
土
砂
・
流
木

の
下

流
へ

の
流

出
を
抑

制
す
る
た

め
の
貯
留

施
設
の
整
備

土
砂
・
流
木
の
流
出
を
防
止
す
る

⃝
土
石
流
・
土
砂
･流

木
の
流

出
を
防

止
す
る
た
め
の

砂
防

堰
堤

等
の

整
備
（
35

渓
流
）

土
砂
流
出
量
の
変
化
に
順
応
的
に
対
応
す
る

⃝
山

地
か

ら
の

土
砂

流
出

や
河

道
内

の
土

砂
堆

積
・
洗

掘
等

の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の

実
施

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
激
甚
な
災
害
に
備
え
る
＜
提
案
＞

横
断

形
状

を
複

断
面

化
縦

断
勾

配
の

局
所

的
な

変
化

等
を
是

正

⃝
今

回
の

災
害

と
同

規
模

以
上

の
降

雨
に
対

し
て
、
さ
ら
に
安

全
性

を
高

め
る
た
め
の

ソ
フ
ト
対

策
、
ま
ち
づ
く
り
の

検
討

改
修
前

改
修
後

← 標 高

距
離
（ｋ

ｍ
）→

現
況
河
床
高

改
修
後
の
河
床
高

（T
.P

.m
）

河
川
拡
幅
に
伴
う
横
断
工
作
物
改
築
（
落
差
工
の
改
築
）

等
に
よ
り
流
砂
能
力
の
向
上
を
図
る

＜
施
設
配
置
イ
メ
ー
ジ
＞

H
W

L

複
断

面
化

に
よ
り
流

砂
能

力
を
向

上
さ
せ

る
こ
と
で
堆

積
を
抑

制 堆
積

土
砂

今
次

洪
水

の
浸

水
実

績
や

地
形
情

報
等

を
活

用
し
た
住

宅
、

避
難

所
等

の
配

置
の

検
討

洪
水

時
の

河
川

の
状

況
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
把

握
す
る
水

位
計

の
設

置
、
河

川
監

視
カ
メ
ラ
の

設
置

河
道

等
に
堆

積
し
た
土

砂
の

宅
地

の
造

成
等

へ
の

活
用

上
流

域

中
流

域
～

下
流

域
山

地
部

（
発

生
域
）

※
朝
倉
市
復
興
計
画
策
定
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を
支
援

⃝
土
砂
流
出
量
の
経
年
変
化
（
減

少
）
に
応

じ
て
砂

防
堰

堤
の

構
造
を

変
更
（
不

透
過
型
→
透
過
型
）
す
る
た
め
の

工
夫

の
実

施

不
透
過
型
の
砂
防
堰
堤

朝
倉

郡
東

峰
村

朝
倉

市

日
田

市

砂
防
堰
堤
の
設
置
候
補
地

貯
留
施
設
の
設
置
候
補
地

河
道
改
修
区
間

市
町
村
界

筑
後

川
大

分
市

福
岡

市

床
固
め

平
面

イ
メ
ー
ジ

縦
断

イ
メ
ー
ジ

橋
梁

に
集

積
す
る
流

木

・
下
流
の
流
木
に
よ
る
被
害
を
抑
制

・
下
流
の
河
床
上
昇
も
抑
制

床
固
め

・
土
砂
・
流
木
を
捕
捉

住
宅
地
に
氾
濫

す
る
土
砂
・
流
木

九
州
北
部

緊
急

治
水

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
～
河
川
・
砂
防
・
地
域
が
連
携
し
た
復
旧
～

透
過

型
の

砂
防

堰
堤

○
一
定
程
度
の
降
雨
に
対
し
て
、
山
地
部
に
お
け
る
土
砂
・
流
木
流
出
を
防
止
す
る
た
め
の
砂
防
堰
堤
等
の
整
備

、
河
川
上
流
に
お
け
る
河
道
に
流
入
し
た
土
砂
・
流

木
を
捕
捉
す
る
た
め
の
貯
留
施
設
の
整
備
、
洪
水
・
土
砂
を
下
流
ま
で
円
滑
に

流
す
た
め
の
河
道
の
改
修
・
河

道
形
状
の
工
夫
に
よ
り
、
土
砂
・
流
木
を
伴
う
洪
水
氾

濫
を
防
止
。

○
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
今
回
の
災
害
と
同
規
模
以
上
の
降
雨
に
対
し
て
、
さ
ら
に
安
全
性
を
高
め
る
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
の
検
討

を
実
施
。

資
料
２
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土
砂

・
流
木

等
で
大

規
模
に
施
設
が
埋
塞
し
た

筑
後

川
水
系
赤

谷
川

流
域

、
白
木
谷

川
流

域
及
び
北
川
流
域
の
災
害
査
定
に
お
い
て
、
埋
塞

の
著

し
い
公
共

土
木
施

設
に
つ
い
て
掘
り
起
こ
す

こ
と

な
く
「
全

損
」

と
し

て
扱
う
こ

と
で

、
災
害
復
旧
へ
の
着
手
が
大
幅
に
迅
速
化
。

ま
た

、
こ
れ

ら
埋
没

し
た
河
川
で
災
害
復
旧
事

業
（

一
定
災
）

を
初

め
て

活
用
し
、

査
定

設
計
書
の
作
成
な
ど
の
事
務
手
続
き
及
び
地
方
負

担
を

軽
減
。

①
大

量
の

土
砂

等
に
よ
る
埋
塞
が
著
し
い
施
設
に
つ
い
て
、

「
全

損
」
と
し
て
災
害
査
定
を
実
施
。

●
災

害
査

定
が
迅
速
化
さ
れ
、

本
格

的
な
災
害
復
旧
事
業

に
早

期
に
着

手
で
き
ま
す
。

●
改

良
復
旧
事

業
の
計
画
検

討
に
早

期
に
取
り
か
か
る
こ

と
が

で
き
ま
す
。

地
域

の
復
旧
・
復
興
が
迅
速
化

災
害
査
定

の
運

用
(効

率
化

）

○
対
象
河
川

北
川
、
白
木
谷
川
、
赤
谷
川
、
乙
石
川
、
大
山
川

等

②
著

し
く
被

害
を
受

け
た
一
連
区
間
に
つ
い
て
、
川
幅
を
拡
げ
る
な
ど

一
定

の
計

画
に
基

づ
い
て
行
う
災
害
復
旧
事
業
（一

定
災
）を

、
土

砂
等

に
よ
り
大

き
な
被
害
を
受
け
た
今
回
の
洪
水
対
応
に
活

用
。

■
洪
水
に
よ
る
河
岸
の
決
壊
の
場
合

■
河
川
埋
塞
の
場
合

※
一

定
災

：
広

範
囲

に
わ

た
っ
て
被

災
し
、
そ
の
被
災
の
程
度
が
激
甚
で
あ
り
、
そ
の
被
災
施
設
を
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と

が
著

し
く
不

適
当

な
場

合
に
お
い
て
、
当
該
災
害
を
与
え
た

洪
水
、
高
潮
、
波
浪
、
地
す
べ
り
、
崩
壊
等
を
対
象

と
し
て
被

災
後

の
状

況
に
即

応
す
る
被
災
箇
所
を
含
む
区
間
全
体
に
わ
た
る
一
定
計
画
の
も
と
に
施
行
す
る
必

要
最

小
限

度
の

工
事

災
害
復
旧
事

業
（
一

定
災

）
の

適
用

(拡
充

）

○
対
象
河
川

北
川
、
白
木
谷
川
、
赤
谷
川
、
乙
石
川
、
大
山
川

従
来

今
回

（
初

め
て
適

用
）

査
定

設
計
書
の
作
成
な
ど
の
事
務
手
続
き

及
び
地
方
負
担
が
軽
減

九
州

北
部

緊
急

治
水

対
策

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
～

災
害
復
旧
の
迅
速
化
～

資
料
３
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そ
の
他

※
プ

ッ
シ

ュ
型

配
信

：
受

信
者

側
が
要

求
し

な
く

て
も

発
信

者
側

か
ら

情
報
が

配
信

さ
れ

る
仕

組
み

〇
九
州

北
部

豪
雨

で
は
、

洪
水

時
に

河
川

の
状

況
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
で

き
な

か
っ

た
こ

と
に
加

え
、

事
前

の
想

定
と

は
異

な
る

現
象

に
よ

っ
て

被
害

が
発

生
。

こ
の
た

め
、

洪
水

に
特

化
し

た
低

コ
ス

ト
の

水
位

計
の

設
置

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

浸
水

実
績

や
地

形
情

報
等

を
活

用
し
た
ま

ち
づ

く
り
の

検
討

を
支
援

。
〇

併
せ

て
、

洪
水
情
報
の
携

帯
電

話
ユ
ー
ザ

ー
へ
の
直
接

配
信

や
防

災
教

育
の

充
実

に
向
け
た
支

援
等

も
実

施
。

危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置

◆
筑
後
川
水
系

、
遠
賀
川
水
系
、
山
国
川
水
系

に
お
い
て
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
水

位
を
把

握
し
、
適

時
的

確
な
避
難
行
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
洪

水
時

に
特
化
し
た
水
位
計
（
危
機

管
理

型
水

位
計

）
の

設
置

の
支

援
を
推
進
。

リ
ス
ク
情

報
の

活
用

河
川

（
改

修
後

）

河
川

（
現

況
）

土
砂

災
害

警
戒

区
域

移
転

浸
水

実
績

範
囲

避
難

所

宅
地

嵩
上

げ

水
位

計

地
形
情
報
（
谷
底
平
野
）

福
岡

県
朝

倉
市

大
雨

に
よ
り
、
自
分
の
家

が
洪
水
に
巻

き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
を
伝
え
る
イ
ラ
ス
ト

⇒
家

や
通

学
路
の
リ
ス
ク
情
報
の

収
集
を
促
す

【
水
害
時
の
リ
ス
ク
を
子
供
た
ち
に
も

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
イ
ラ
ス
ト
】

【
九
州
北
部
豪
雨

の
災
害
資
料
】

◆
今

次
洪

水
の

浸
水

実
績

や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
地
形
等
の
情
報
を
活
用

し
た
住
宅

、
避
難

所
等
の

配
置

の
検

討
を
支

援
。

朝
倉

市
は

平
成

30
年

3月
を
目

途
に
復

興
計
画

を
策

定
予

定
で
あ
り
、
朝

倉
市

復
興
計

画
策

定
委

員
会

に
お
け
る
検

討
を
支

援

＜
危
機
管
理
型

水
位

計
の

概
要

＞

浸
水
実
績
や
地
形

等
の
情
報
を
活
用
し
た
住
宅
、
避
難
所
等
の
配
置
検
討
イ
メ
ー
ジ

◆
来
年

の
出
水

期
ま
で
に
、
国

管
理

河
川
（
筑
後
川
水
系

、
遠
賀
川
水
系

、
山

国
川

水
系

）
に
お
い
て
、
洪

水
情

報
を
直

接
携

帯
電

話
等

に
送

信
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信
を
実
施

。
◆
筑
後

川
、
遠
賀
川
、
山
国
川
の
大
規
模
氾
濫
減
災
協

議
会

に
参
画
す
る
全

４
７
市

町
村

に
お
い
て
、
九

州
北

部
豪

雨
の

災
害

資
料

や
子

供
に
も
分
か
り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
を
活
用
し
、
防
災
教
育
の
支

援
※
を
推
進

。

〇
長
期
間

メ
ン
テ
ナ

ン
ス

フ
リ

ー
・
無
給

電
５
年
以

上
稼

働
〇

初
期
コ

ス
ト
の
低

減
・
水
位

計
10
0
万

円
/台

以
下

（
従

来
の

水
位

計
の

１
／

１
０
以
下
の
コ
ス
ト
）

〇
維

持
管

理
コ

ス
ト

の
低

減
・

洪
水

時
に

の
み
に

特
化

し
た

水
位
観
測
に

よ
り

デ
ー

タ
量
を

低
減

し
、

通
信
コ
ス
ト

を
縮

減

水
位
計

重
要

施
設

等
が

あ
る
箇

所

洪
水

氾
濫

の
恐
れ

の
高

い
箇

所 水
位
計

水
位
計

水
位
計
の
設
置
箇
所
の
イ
メ
ー
ジ

<洪
水
情
報
の
携
帯
電
話
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
直
接
配
信
イ
メ
ー
ジ
（
プ
ッ
シ
ュ
型

）
>

<防
災

教
育

の
支

援
イ
メ
ー
ジ

>

・
雨

量
情

報
や
河
川
ご
と
の
洪

水
情

報
の

危
険

度
分

布
情

報
は

提
供

さ
れ

て
い

た
も

の
の

、
河

川
の

状
況

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

把
握

す
る

手
段

が
な

く
、

住
民

へ
の

情
報

提
供

が
で

き
な
か
っ
た

。
・

土
砂

災
害
警
戒
区
域
や
浸

水
想

定
区

域
の

指
定

の
際

の
想

定
と

は
異

な
る

現
象

に
よ

っ
て

被
害

が
生

じ
た
地

域
も

あ
っ

た
。

九
州

北
部

豪
雨

で
の

主
な
課

題
（
ソ
フ
ト
対
策
）

河
川

全
体

の
洪
水
等

の
状
況
を

把
握

で
き
る
代
表

的
な
箇
所

対
応

策

福
岡

県
久
留
米
市

※
指

導
計
画
の
作

成
支
援
や
リ

ス
ク
情
報

の
普
及
等

九
州
北

部
緊

急
治

水
対

策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
危
機
管
理
型
水
位
計
の
設
置

と
リ

ス
ク

情
報

の
活

用
～

資
料
４
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番
匠

川

筑 後 川

大
野

川

番
匠

川
水

系
番

匠
川

＜
河

川
＞

・
原

因
：

平
成

29
年

9月
台
風

18
号

・
事
業
費

：
約

1.
0億

円
・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
佐
伯
市
（
さ
い
き
し
）

ば
ん
じ
ょ
う
が
わ

ば
ん
じ
ょ
う
が
わ

番
匠

川
水

系
井

崎
川

＜
河

川
＞

・
原

因
：

平
成

29
年

9月
台
風

18
号

・
事
業
費

：
約

1.
4億

円
・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
佐
伯
市
（
さ
い
き
し
）

ば
ん
じ
ょ
う
が
わ

い
さ
き
が
わ

大
野

川
水

系
大

野
川

＜
河

川
＞

・
原

因
：

平
成

29
年

9月
台
風

18
号

・
事
業
費

：
約

2.
0億

円
・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
大
分
市
（
お
お
い
た
し
）

お
お
の
が
わ

お
お
の
が
わ

筑
後
川
水
系
筑
後
川
＜

河
川

＞

・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事

業
費

：
約

51
.7
億
円

：
復
緊
事
業
全
体
事
業
費

※
工
事
諸
費
等
を
含
む

う
ち
、
約

12
.0
億
円

：
H2

9災
害
推
進
費

・
事

業
期

間
：

平
成

29
年
度
～
平
成

33
年
度

・
実

施
箇

所
：

福
岡

県
朝
倉
市
（
あ
さ
く
ら
し
）

ち
く
ご
が
わ

ち
く
ご
が
わ

復
緊

事
業

※
復

緊
事

業
：

「
河

川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
」
の
略
称

筑
後
川
水

系
赤
谷
川

等
＜
砂

防
＞

・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事

業
費

：
約

17
5億

円
：
特
緊
事
業
全
体
事
業
費

※
工
事
諸
費
等
を
含
む

う
ち
、
約

5.
4億

円
：

H2
9災

害
推
進
費

・
事

業
期

間
：

平
成

29
年

度
～

平
成

34
年
度

・
実

施
箇

所
：

福
岡

県
朝

倉
市
（
あ
さ
く
ら
し
）

ち
く
ご
が
わ

あ
か
た
に
が
わ

特
緊

事
業

※
特

緊
事

業
：

「
特

定
緊

急
砂

防
事
業
」の

略
称

第
３
回
災

害
対

策
等

緊
急

事
業

推
進
費

等
実

施
箇

所
（
国
管
理
河
川
等
）

第
３
回

災
害

推
進
費

（国
管
理
河
川
等
）

：
約

21
.8
億

円

凡
例

：
第

3回
災

害
推

進
費

（
今

回
）

凡
例

：
災

害
推

進
費

＜
河

川
＞

（復
緊

事
業
）

：
災

害
推

進
費

＜
河

川
＞

：
災

害
推

進
費

＜
砂

防
＞

（特
緊

事
業
）

参
考

○
九

州
北

部
豪

雨
、

及
び
台
風
１
８
号
な
ど

の
影
響

で
、
河

川
の
氾

濫
に
よ

る
浸
水

被
害
や

土
砂
災
害
が
発
生
し
た
地
域
に
お
い
て
、
第
３

回
災

害
対

策
等

緊
急

事
業
推
進
費
（
災
害
推
進

費
）
を

充
当
し

、
再
度

災
害
の

防
止
対

策
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た
に
事
業
が

採
択

さ
れ

、
今

回
の

災
害
推
進
費
以
降
も
引
き

続
き
対

策
を
集

中
的
に

実
施
し

て
い
き

ま
す
。
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津
久

見
川

筑 後 川

山
国

川

第
３
回
災
害

対
策

等
緊

急
事
業

推
進
費

、
災
害

復
旧
事

業
等

実
施
箇
所
（
県
管
理
河
川
）

※
関
連
事
業

「
災
害
関
連
事
業
」
の
略
称

助
成
事
業

「
災
害
復
旧
助
成
事
業
」
の
略
称

復
緊
事
業

「
河
川
災
害
復
旧
等
関
連
緊
急
事
業
」
の
略
称

激
特
事
業

「
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
の
略
称

第
3回

災
害

推
進
費
（
県
管
理

河
川
）

：
約

58
.9
億
円

災
害

復
旧

（
一
定
災
）
・
改
良
復
旧
事
業

：
約

67
1億

円

凡
例

：
第

3回
災
害
推
進
費
（
今

回
）

凡
例

：
災
害
推
進

費
（
復
緊
事
業
）
＋
改
良
復
旧
事
業

：
災
害
推
進

費
（
激
特
事
業
）

：
災
害
推
進

費

：
災
害
復
旧

（
一
定
災
）・
改
良
復

旧
事
業

筑
後

川
水

系
桂

川
・
荷
原

川
等

・
原

因
：
平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

13
4億

円
※
助
成
事
業

約
35

0億
円

※
復
緊
事
業
全
体
事
業
費

う
ち
約

50
億
円

※
災
害
推
進
費
（
Ｈ
２
９
）

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

33
年
度

・
実
施
箇
所

：
福
岡
県
朝
倉
市
（
あ
さ
く
ら
し
）

ち
く
ご
が

わ
か
つ
ら
が

わ
い
な
い
ば

る
が

わ

復
緊
事
業

助
成
事
業

筑
後

川
水

系
北

川
・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

50
.9
億
円

※
一
定
災

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

31
年
度

・
実
施
箇
所

：
福
岡
県
朝
倉
市
（
あ
さ
く
ら
し
）

ち
く
ご
が

わ
き
た
が

わ

筑
後

川
水

系
白

木
谷

川
・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

37
.2
億
円

※
一
定
災

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

31
年

度
・
実
施
箇
所

：
福
岡
県
朝
倉
市
（
あ
さ
く
ら
し
）

ち
く
ご
が

わ
し
ら
き
た
に
が
わ

筑
後

川
水

系
赤

谷
川

・
乙

石
川

・大
山

川
・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

33
6億

円
※
一
定
災

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

33
年
度

・
実
施
箇
所

：
福
岡
県
朝
倉
市
（
あ
さ
く
ら
し
）

ち
く
ご
が

わ
あ
か

た
に
が

わ
お
と
い
し
が
わ

お
お
や
ま
が
わ

一
定
災

一
定
災

一
定
災

筑
後

川
水
系
大
肥
川

等
・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

94
.0
億
円

※
助
成
事
業

約
50

.0
億
円

※
復
緊
事
業
全
体
事
業
費

う
ち
、
約

4.
5億

円
※
災
害
推
進
費
（
Ｈ
２
９
）

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

33
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
日
田
市
（
ひ
た
し
）

福
岡
県
東
峰
村
（
と
う
ほ
う
む
ら
）

ち
く
ご
が

わ
お
お
ひ
が

わ

復
緊
事

業

助
成
事

業

筑
後
川
水
系
小
野
川

・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

11
.0
億
円

※
関
連
事
業

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

31
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
日
田
市
（
ひ
た
し
）

ち
く
ご
が
わ

お
の

が
わ

関
連
事
業

筑
後
川
水
系
有
田
川

・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

7.
7億

円
※
関
連
事
業

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

31
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
日
田
市
（
ひ
た
し
）

あ
り
た
が

わ
ち
く
ご
が
わ

関
連
事
業

津
久
見
川
水
系
津
久
見
川

・
原

因
：

台
風

18
号
豪
雨

・
事
業
費

：
約

43
.7
億
円

※
激
特
事
業
全
体
事
業
費

う
ち
、
約

2.
5億

円
※
災
害
推
進
費
（
Ｈ
２
９
）

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度
～
平
成

34
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
津
久
見
市
（
つ
く
み
し
）

つ
く
み

が
わ

つ
く
み

が
わ

激
特
事
業

山
国
川
水
系
山
国
川

・
原

因
：

平
成

29
年

7月
九
州
北
部
豪
雨

・
事
業
費

：
約

1.
9億

円
※
災
害
推
進
費

・
事
業
期
間

：
平
成

29
年
度

・
実
施
箇
所

：
大
分
県
中
津
市
（
な
か
つ
し
）

や
ま
く
に
が

わ
や

ま
く
に
が

わ
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